
門の話題長

11

新
清
掃
工
場
「
は
な
も
ゆ
」
火
入
れ
式

ご
み
の
焼
却
は
広
域
処
理
で

　

萩
市
山
田
に
建
設
中
の
新
清
掃

工
場
「
は
な
も
ゆ
」
の
火
入
れ
式

が
12
月
17
日
（水）
に
行
わ
れ
、
関
係

者
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
は
な
も
ゆ
」
は
、
萩
・
長
門

清
掃
一
部
事
務
組
合
に
よ
り
平
成

24
年
度
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
処
理
能
力
は
、
１
日

あ
た
り
104
ト
ン
で
、
萩
市
・
長
門

市
・
阿
武
町
で
の
広
域
処
理
を
行

い
ま
す
。

　

式
で
は
、
管
理
者
の
野
村
興
兒

萩
市
長
、副
管
理
者
の
大
西
市
長
、

施
工
者
の
日
立
造
船
㈱
の
古
川
実

取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
り
点

火
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
５
日
か
ら
、
可
燃
ご

み
の
搬
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

市
民
協
働
を
啓
発
し
、
広
め
る

　

１
月
６
日
（火）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
長
門

市
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
大
西
市
長
は
「
素
晴

ら
し
い
作
品
を
出
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
展
示

し
て
市
民
協
働
を
広
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
岡
本
公
平
さ
ん

（
大
津
緑
洋
高
等
学
校
２
年
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
優
秀 

賞
に
は
中
澤
咲
乃
さ
ん
（
菱
海
中

学
校
３
年
）、
中
野
さ
く
ら
さ
ん

（
浅
田
小
学
校
５
年
）
中
村
優
佑

さ
ん
（
日
置
小
学
校
４
年
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

仙
崎
市
場
と
長
門
地
方
卸
売
市
場
で
初
競
り

農
水
産
業
か
ら
長
門
を
元
気
に

　

１
月
５
日
（月）
未
明
、
仙
崎
市
場

で
初
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
昭
夫
山
口
県
漁
協
長
門
統

括
支
店
運
営
委
員
長
が
「
水
産
の

ま
ち
仙
崎
の
元
気
を
取
り
戻
し
、

長
門
を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
藤

田
運
営
委
員
長
に
よ
る
初
競
り
で

今
年
の
競
り
が
始
ま
り
、
新
鮮
な

魚
や
貝
な
ど
が
次
々
に
競
り
落
と

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
門
地
方
卸
売
市
場
で

で
も
同
日
朝
、
初
競
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
長
門
大
津
農
業
協
同
組

合
の
小
田
保
男
組
合
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、「
市
場
を
農
協
と
し

て
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
カ
ブ
や
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ

ツ
、ネ
ギ
、キ
ュ
ウ
リ
な
ど
が
次
々

競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲キクが競りにかかる（長門地方卸売市場）

▲たくさんのイカが競りにかかる（仙崎市場）

▲大西市長と野村萩市長（中央）と古川 CEO（右）が点火

▲表彰式を終えて。右から 3番目が最優秀賞の岡本さん

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
つ
い
て

発
生
か
ら
の
経
緯

　

昨
年
12
月
29
日
に
長
門
市
で

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
し
ま
し
た
。
同
日
21
時

30
分
に
長
門
市
防
疫
対
策
本
部

を
設
置
、
山
口
県
と
協
力
し
て
、

飼
養
さ
れ
て
い
た
ニ
ワ
ト
リ
の

処
分
を
30
日
未
明
か
ら
開
始

し
、
24
時
間
以
内
に
終
え
ま
し

た
。
ま
た
、
鶏
舎
の
防
疫
措
置

も
１
月
１
日
19
時
に
完
了
し
ま

し
た
。

　

発
生
地
点
か
ら
３
km
以
内
が

家
き
ん
（
肉
・
卵
・
羽
毛
な
ど

を
利
用
す
る
た
め
に
飼
育
す
る

鳥
の
こ
と
）
な
ど
の
移
動
制
限
、

10  

km
以
内
が
搬
出
制
限
区
域
と

な
り
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
市
内

の
道
路
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
に
は
、
移
動
制
限

区
域
の
清
浄
性
確
認
検
査
で

陰
性
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
搬
出
制
限
区
域
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
23
日
に
は
、
移

動
制
限
区
域
（
３
km
以
内
）
が

解
除
さ
れ
、
村
岡
嗣
政
山
口
県

知
事
が
今
回
の
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
終

息
を
宣
言
し
ま
し
た
。

風
評
被
害
を
防
ご
う

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
鶏
肉
や
鶏
卵

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ

ト
に
感
染
し
た
と
い
う
事
例
の

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
販
売
さ
れ
て
い

る
鶏
肉
や
鶏
卵
は
、
処
理
場
や

包
装
施
設
で
洗
浄
や
消
毒
な
ど

の
安
全
の
た
め
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
お
り
、
食
鳥
検
査
法
に

基
づ
き
、
厳
し
い
基
準
に
合
格

し
た
も
の
だ
け
が
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
長
門
市
産
の
鶏
肉
や

鶏
卵
を
、
安
心
し
て
お
召
し
上

が
り
く
だ
さ
い
。

▲防疫対策本部の会議のようす（12月 29日）

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
公
演

魂
の
こ
も
っ
た
演
技
で
魅
了

　

12
月
21
日
（日）
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

で
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

第
13
回
定
期
公
演
「
二
人
を
つ
な

ぐ
ペ
ン
ダ
ン
ト
」
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
２
回
の
公
演
が

行
わ
れ
、
約
１
、０
０
０
人
の
観

客
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

物
語
は
、
主
人
公
の
ハ
ル
が
交

通
事
故
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
場
面

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
家
族
に
お
別

れ
を
し
た
い
ハ
ル
は
、
も
う
一
度

人
間
の
世
界
に
戻
り
、
そ
こ
か
ら

様
々
な
展
開
を
見
せ
る
愛
と
友
情

の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
30
人
と
大

人
２
人
が
出
演
し
た
ス
テ
ー
ジ

は
、
魂
の
こ
も
っ
た
演
技
で
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

▲フィナーレのようす

▲新清掃工場「はなもゆ」の外観
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山
口
県
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
温
泉
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
湯
本
温
泉
。
平
成
18
年
10
月

に
「
恋
人
の
聖
地
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
恋
叶

う
ま
ち
湯
本
温
泉
を
流
れ
る
音
信
川
に
は
、
温

か
く
も
美
し
い
恋
伝
説
が
残
り
ま
す
。

　

湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合
青
年
部
で
部
長
を

務
め
る
伊
藤
さ
ん
は
、
毎
年
２
月
の
第
２
土
曜

日
に
恋
人
の
聖
地
に
ち
な
ん
だ
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
花

火
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
き
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。
花
火
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

フ
ォ
ン
デ
ュ
や
コ
コ
ア
な
ど
温
か
い
も
の
で
の

お
も
て
な
し
や
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ラ

イ
ブ
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
「
毎
年
天
候
に
泣
か
さ
れ
て
い
る
。
趣
向
を

変
え
た
今
回
は
、
天
候
の
良
い
中
で
開
催
し
た

い
」
と
願
う
伊
藤
さ
ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
見
ど
こ
ろ
は
、
足
湯
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
。
当
日
の
２
月
14
日
か
ら
３
月
14
日
ま

で
の
期
間
を
恋
人
月
間
と
し
、
足
湯
を
演
出
。

ま
た
、
今
年
か
ら
会
場
で
の
生
演
奏
を
や
め
、

地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
中
心
と

し
た
音
楽
を
編
集
依
頼
。Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
流
し
、

訪
れ
た
人
に
素
敵
な
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
「
恋
人
や
夫
婦
、
家
族
な
ど
大

切
な
人
と
足
湯
で
温
ま
り
な
が
ら
寄
り
添
い
、

の
ん
び
り
過
ご
し
て
欲
し
い
」と
提
案
し
ま
す
。

　

温
か
い
お
も
て
な
し
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

時
間
を
過
ご
す
カ
ッ
プ
ル
が
見
上
げ
る
夜
空

を
、
大
切
な
人
を
想
う
気
持
ち
の
込
め
ら
れ
た

ハ
ー
ト
型
の
花
火
が
彩
り
ま
す
。

門の長 門の

伊藤 就一　いとう しゅういち

昭和 48 年 11 月、深川湯本湯本区生まれ。平成 15 年
に家業である旅館業に就く。同年より湯本温泉旅館協
同組合青年部の一員となって音楽や灯りを使ったイベ
ントを企画し、湯本温泉の活性化のため尽力。平成 26
年 7 月に青年部の部長となる。現在 41 歳。2月 14 日
に行われる「LOVE 花火 in バレンタイン」では、イル
ミネーション点灯式や恋文コンテスト受賞発表のほか、
20時からハート型のメッセージ花火が打ち上げられる。

（
　
）
内
は
所
属
部
隊
（
敬
称
略
）

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

西
松
啓
吾
（
俵
山
１
）
鵜
城
学
（
同
）

村
田
真
二
（
三
隅
１
宗
頭
）
梶
川
節

雄
（
日
置
１
）
光
井
修
（
同
）
橋
本

英
利（
油
谷
蔵
小
田
）松
﨑
光
政（
宇

津
賀
角
山
）
三
井
吉
則
（
宇
津
賀
立

石
）
坂
根
輝
彦
（
向
津
具
久
津
）
入

江
博
幸
（
同
）

勤
続
章

入
江
寛
（
本
部
）
谷
村
和
春
（
宇
津

賀
津
黄
）
岡
﨑
敏
明
（
深
川
北
２
）

永
尾
智
之（
日
置
２
）野
中
保
志（
日

置
３
）
田
中
茂
美
（
油
谷
人
丸
）
高

橋
伸
二
（
同
）
松
永
恵
（
油
谷
河
原
）

馬
渡
敬
芳
（
宇
津
賀
角
山
）
吉
村
博

克
（
向
津
具
大
浦
）
大
汐
光
晴
（
向

津
具
本
郷
）
木
原
康
博
（
同
）
松
本

恭
幸
（
向
津
具
川
尻
）
末
永
貴
（
日

置
１
）
藤
嶋
哲
（
日
置
３
）
島
田
茂

（
油
谷
伊
上
）
平
川
祥
之
（
油
谷
蔵

小
田
）
藤
本
清
文
（
向
津
具
本
郷
）

林
優
也
（
同
）
岡
島
幸
也
（
向
津
具

川
尻
）
寺
戸
寛
史
（
同
）

長
門
市
長
表
彰

優
良
団
員
表
彰

田
中
一
夫
（
仙
崎
４
）
松
本
博（
同
）

河
野
共
展（
深
川
北
１
）末
永
修（
同
）

谷
川
修
司
（
深
川
北
３
）
竹
内
卓
三

（
深
川
南
１
）
中
村
伸
夫
（
深
川
南

３
）
山
下
伸
一（
同
）
永
尾
敏
和
（
日

置
２
）
宮
﨑
貢
（
同
）
平
瀬
祐
治
（
宇

平
成
27
年
長
門
市
消
防
出
初
式

津
賀
津
黄
）
井
上
良
助
（
向
津
具
大

浦
）
磯
本
真
司
（
同
）
木
原
康
博
（
向

津
具
本
郷
）
原
田
敏
成
（
同
）

永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

入
江
寛
（
本
部
）
末
永
信
治
（
同
）

中
村
定
（
仙
崎
２
）
河
野
好
宏
（
深

川
北
１
）
石
村
照
明
（
三
隅
３
）
池

本
和
博
（
油
谷
）
境
谷
知
之
（
油
谷

人
丸
）
宮
﨑
善
弘
（
油
谷
蔵
小
田
）

河
上
幸
男
（
同
）
三
村
隆
信
（
宇
津

賀
）
島
田
章
（
向
津
具
久
津
）
奥
藤

義
貞
（
同
）
金
山
義
人
（
同
）
藤
永

裕
明
（
向
津
具
田
久
道
）

長
門
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
賞

山
下
雄
二
（
通
２
）
藤
井
大
介
（
仙

崎
２
）
村
上
孝
志
（
同
）
市
川
博
一

（
仙
崎
３
）市
川
聡（
同
）舛
谷
暢（
同
）

吉
津
隆
史
（
仙
崎
４
）
林
範
真
（
同
）

古
田
勉
（
同
）
和
田
泰
隆
（
同
）
石

原
大
資（
深
川
北
１
）山
本
道
善（
同
）

山
田
高
大
（
深
川
北
２
）
石
川
修
一

（
同
）
河
野
真
治
（
深
川
北
３
）
前

野
安
則
（
同
）
椎
葉
雅
行
（
同
）
井

上
辰
徳（
深
川
南
１
）松
下
祐
樹（
同
）

白
木
浩
一
郎
（
深
川
南
２
）
村
田
圭

吾
（
深
川
南
３
）
冨
士
名
直
人
（
同
）

中
嶋
秀
雄（
俵
山
１
）加
藤
広
嗣（
同
）

中
谷
民
雄
（
同
）
森
重
秀
睦
（
三
隅

１
兎
渡
谷
）
田
辺
実
（
三
隅
１
上
中

小
野
）
中
原
亨
（
三
隅
２
市
）
岡
田

大
祐（
三
隅
２
中
村
）内
田
健
一（
三

隅
２
野
波
瀬
）
江
本
拓
史
（
同
）
上

田
義
人
（
同
）
吉
村
龍
彦
（
三
隅
３

小
島
）
岡
本
旬
史
（
三
隅
３
豊
原
）

川
田
直
澄
（
同
）
河
﨑
康
史
（
三
隅

３
浅
田
）
梅
田
幸
治
（
三
隅
３
沢
江
）

清
水
健
二（
日
置
１
）岡
山
忠
司（
同
）

藤
岡
亮
宣（
日
置
２
）上
田
弘
文（
同
） ▲観閲行進のようす

▲表彰を受ける東深川保育園幼年消防クラブ

１
月
11
日
（日）
に
行
わ
れ
た
平
成
27
年
長
門
市
出
初
式
で
表
彰

を
受
け
た
の
は
、
次
の
団
体
・
個
人
で
す
。

永
尾
和
彦
（
同
）
後
誠
志
（
日
置
３
）

杉
村
栄
治（
油
谷
人
丸
）角
野
一（
油

谷
河
原
）
市
川
裕
之
（
油
谷
蔵
小
田
）

藤
岡
三
政
（
宇
津
賀
角
山
）
本
永
隆

（
向
津
具
久
津
）
井
上
義
（
向
津
具

大
浦
）
藤
本
清
文
（
向
津
具
本
郷
）

林
優
也
（
同
）
寺
戸
寛
史
（
向
津
具

川
尻
）

山
口
県
消
防
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

優
良
ク
ラ
ブ
指
導
者
表
彰

藤
本
英
子
（
み
の
り
保
育
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
）
湯
野
芳
子
（
三
隅
保
育

園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）上
野
陽
子（
向

津
具
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）

優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰

東
深
川
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

消
防
団
協
力
事
業
所
認
定
証

交
付

㈱
協
同
丸
水
産
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
養
寿
苑

▲人員機材点検のようす


